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済州島と在日済州人の
過去・現在・未来

済
州
島
を
離
れ
た
人
び
と

現
在
、わ
た
し
は
、日
本
と
韓
国
に
お
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
移
住
者
が
集
ま
る
「
空
間
」

や
教
会
の
自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
調
査
を
し
て
い
る
。
関
西
を
拠
点
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
し
て
い
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
外
国
人
移
住
者
と

積
極
的
に
か
か
わ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
に
よ
く
出
会
う
。
そ
の
な
か
に
は
済
州
島
が
ル
ー
ツ

で
あ
る
と
い
う
人
た
ち
が
か
な
り
い
る
。
済
州
島
か
ら
日
本
に
や
っ
て
来
た
人
た
ち
の
多

く
は
大
阪
に
到
着
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
二

月
に
本
館
の
海
外
研
究
動
向
調
査
で
、
済
州
島
と
在
日
済
州
人
の
過
去
・
現
在
・
未
来

を
つ
な
ぐ
役
割
を
は
た
し
て
い
る
、
済
州
大
学
校
・
在
日
済
州
人
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

済
州
島
と
在
日
済
州
人
を
つ
な
ぐ
「
功
徳
碑
」

二
〇一二
年
に
設
立
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
は
、
済
州
島
出
身
の
在
日
コ
リ
ア
ン
と
済
州

島
の
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
つ
な
が
り
、
海
外
に
移
住
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
リ
ア
ン
ル
ー

ツ
の
人
び
と
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
建
物
の
屋
上
か
ら
は
漢ハ
ル
拏ラ

山

が一望
で
き
る
。
こ
の
山
は
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
、
島
の
美
し
い
自
然
環
境
を
特
徴

づ
け
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、一階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
っ
て
み
る
。
最
初
に
目
に
入
る
の
が
、

「
君
が
代
丸
」
の
模
写
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
植
民
地
時
代
に
済
州
島
か
ら
大
阪
ま
で
就

航
し
、
多
く
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
乗
せ
た
定
期
船
で
あ
る
。
さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
、
戦

後
、
人
び
と
が
日
本
（
大
阪
）
に
お
い
て
生
業
と
し
た
ホ
ル
モ
ン
焼
店
の
模
型
、
日
本
植

民
地
支
配
期
の
渡

航
証
明
な
ど
貴
重

な
資
料
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ

ま
で
の
展
示
品
は

比
較
的
身
近
な
も

の
で
あ
る
。
し
か

し
、な
ぜ
か
、ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
さ
ら
に

済州島にある在日済州人センターは、島と在日済州人をつなぐ活動を
している。センターの一角にある「功

こう

徳
とく

碑
ひ

」の展示を観覧し、済州島
と在日済州人の未来に思いを馳せた。

奥
に
は
、
複
数
の
碑
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
？　
今
回

の
訪
問
で
お
世
話
に
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
の
専
任
研
究
員
で
あ
る
金キ
ム

泰テ

植シ
ク

さ
ん
が
説
明
し

て
く
れ
た
。
在
日
済
州
人
た
ち
は
島
内
に
あ
る
出
身
の
町
村
に
寄
付
を
お
こ
な
い
、
町

村
は
そ
の
返
礼
と
し
て
、
多
く
の
「
功
徳
碑
」
を
建
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
碑
は
そ
の
「
功
徳
碑
」
の
模
型
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
済
州
特
別

自
治
道
（
済
州
島
を
含
む
行
政
区
）
の
協
力
と
資
金
援
助
の
も
と
、
碑
の
数
、
形
態
な

ど
に
関
す
る
実
態
調
査
を
続
け
て
い
る
。「
功
徳
碑
」
は
現
在
の
在
日
済
州
人
た
ち
と
済

州
島
の
絆き
ず
なが
形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て

朝
鮮
半
島
の
最
南
端
に
位
置
す
る
済
州
島
は
、
朝
鮮
半
島
本
土
と
は
異
な
る
独
自

の
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
島
は
観
光
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
が
、
悲

劇
的
な
事
件
が
起
こ
っ
た
暗
い
過
去
が
あ
る
。
日
本
敗
戦
後
の一九
四
八
年
四
月
三
日
、

反
体
制
運
動
に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
多
く
の
島
民
が
殺
害
さ
れ
た
。
こ
れ
が「
済
州
四・

三
」
で
あ
る
。
殺
害
さ
れ
た
な
か
に
は
運
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
島
民
も
多
く
含
ま
れ
、

残
っ
た
人
び
と
の
多
く
は
弾
圧
を
避
け
る
た
め
、
日
本
に
逃
れ
た
。

「
済
州
四・三
」
の
あ
と
日
本
に
渡
っ
た
人
び
と
、
そ
れ
以
前
の
日
本
植
民
地
期
に
日

本
に
渡
っ
た
島
民
の
大
半
が
大
阪
に
暮
ら
し
、
戦
後
混
乱
期
の
貧
困
や
、
旧
植
民
地

出
身
者
へ
の
差
別
や
社
会
的
排
除
な
ど
か
ら
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、

済
州
人
同
胞
は
団
結
し
、
互
い
の
生
活
を
支
え
合
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
日
済
州
人
と
済
州
島
の
つ
な
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
か
ら

現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
の
地
域
的
な
関
係
の
広
が
り
を
想
定
し
た
研
究
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一三
年
、
研
究

報
告
書
『
済
州
と
沖
縄
』
が
刊

行
さ
れ
、
周
辺
島と
う

嶼し
ょ

部
を
含
む

東
ア
ジ
ア
地
域
の
移
動
と
交
流

に
つ
い
て
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

在
日
済
州
人
セ
ン
タ
ー
は
、

在
日
済
州
人
が
島
内
出
身
地
に

寄
付
し
た
証
で
あ
る
「
功
徳
碑
」

の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
済
州
島

と
在
日
済
州
人
の
過
去
・
現
在
・

未
来
、
さ
ら
に
、
済
州
島
と
周

辺
地
域
の
つ
な
が
り
を
探
究
す

る
試
み
を
展
開
し
て
い
る
。 

（
掲
載
写
真
は
す
べ
て
二
〇一七
年
二
月

に
撮
影
）

韓国、済州島

在日済州人センター入口

功徳碑の模型

上：ギャラリーにある「君が代丸」の模写
下：再現されたホルモン焼店

専任研究員金泰植氏（右側）が資料に
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